










まとめ 

本研究班では,大阪府医師会,大阪産婦人科医会の協力を得て,昭和56年12月1日より実地

調査を開始した。 

昭和 56 年 12 月および 57 年 1月分の回収率は,予想分娩数の約半数であった。なお,月遅れ

で提出されるのもを考慮すると,回収率はさらに上昇するものと期待する。 

調査票の配布,回収に関しては,調査票をやや厚い紙を使用したこともあり,郵送料が大き

な割合を占めていることが,今後の検討課題でる。 

調査,回収については,大阪府医師会,各地医師会の協力を得て,大阪府医師会で集めている

が,回収された調査票の記入もれの有無や,記載内容についてのチェックは本調査で,最も

重要な作業であり,かつ多くの時間と労力を要する。また,高度の専門的知識を要する場合

もあり,今後,全国的に,また継続的に調査が行われる場合には,専門的な実地調査運営小委

員会の設置が望まれる。 

調査結果の詳細については,本年度のみでなく,来年度の調査の結果も含めて次年度に検討

し,それに随伴する諸問題についても引続き検討し,その解決策を検討する予定である。 


